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　マイクロプラスチックについては、近年ニュースなどで名
を耳にすることが多くなったと思います。東京農工大学で

も研究がされており、私の所属する学科ではプラスチック
や人工有機化合物に由来する汚染についてを学ぶ授業
があります。私たち学生が普段授業で学ぶような内容を

広めていきたいという思いから、今回のワークショップを作
っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ワークショップは大きく分けて3部構成にしており、第1部
ではお台場から採ってきた砂を用いてマイクロプラスチッ
ク採取体験を行いました。砂浜で拾えるマイクロプラスチ

ックは2種類に分けることができます。既成のプラスチック
製品が細片化することで生成する「フラグメント」と、輸送・

製造過程で環境中に流出したプラスチックの原料「レジン
ペレット」の2つです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　レジンペレットは名前の通り円盤状のペレットの形を取

っていて、肉眼で簡単に見分けることができます。海に行
くことがあればぜひ探してみてください。　　　　　　　　　　

　 　 　 　 　

　　生き物とマイクロプラスチック 宮崎珠実
自然環境体験学習

第1回講座
タマミ

※Cet（Community Encourage Team）東京農工大学 公認自主ゼミ

　私の名前は宮崎珠実です。東京農工大学環境資源科

学科3年で、Cet（※）の代表を務めております。7月6日㈰
13:30～15:30に中央文化センターで「生き物とマイクロプ
ラスチック」と題し、海洋プラスチック汚染やマイクロプラス

チックについてのワークショップを「つくろう！学ぼう！自
然・環境体験」の第1回講座として実施させていただきまし

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　

プラスチック問題は喫緊の地球的課題

プラレンジャーに変身／マイクロプラスチックはど
こからくる？　タイヤ、スポンジ、服からも発生

　採取体験でマイクロプラスチックがどういったものなのか

を紹介した後は、環境中に出ていってしまったマイクロプ
ラスチックが生活のどこから発生しているのかを考えるア

クティビティを実施しました。参加者の皆様にはマイクロ
プラスチックを発生させるモンスターを探す"プラレンジャ
ー"に変身してもらい、日常生活に潜むマイクロプラスチ

ックの発生源をワークシートで探してもらいました（右上に
プラレンジャーの写真）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　車のタイヤや、お皿を洗うスポンジ、洗濯機で洗う服か

らもマイクロプラスチックは発生しています。日本で生活し

ていればマイクロプラスチックと無関係なんて決して言え

ないくらい私たちの身の回りにはプラスチック製品がたく
さんあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ワークショップの最後には、これからのプラスチックとの

付き合い方を参加者の小学生中心に考えてもらいまし
た。自分が学校の校長先生、コンビニの社長、市長だっ
たら、プラスチック問題についてどんな行動を起こせる

かを想像し発表し合いました。                                  
  プラスチック汚染の条約案についての協議が今年8月
にスイスで再開され、プラスチックの取り扱いは今後大き

く変わっていくことが予測されます。今回のワークショッ
プが、そんなプラスチック問題について今後も興味を持

っていただける機会になりましたら嬉しいです。           
      

参加の小学生たちに考えてもらう

　府中かんきょう市民の会は、府中市受託事業として　
「つくろう！学ぼう！自然環境体験学習」を、今年、4講
座開催します。7月6日の第1回講座は、農工大サーク
ルCetさんの企画・進行により「生き物とマイクロプラス
チック」を実施しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　同講座には、12組24名（小学生＋保護者）の市民、　
Cet10名、当会11名、市職員3名の計48名が参加しまし
た。講座後のアンケートでは、参加者全員から「環境保
全への関心理解が高まった」との高い評価を得ました。
　今後、「昆虫・植物観察-9月」「里芋・大根収穫体験-
10月」「クリスマスリース作り-12月」の3講座を予定して
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「自然環境体験学習」 年４講座を開催



　 （2）　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　府　中　か　ん　き　ょ　う　市　民　の　会　　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年 秋号

16

～サントリーの『水育』・　　　　　　　　　　
　　　府中の環境教育活動から学ぼう～

第14回市民協働推進シンポジウム／豊かな「水」環境を守るためにできること

浅田多津子

2025年6月1日㈰14:00～16:10

　　　　　　　　　　 プラッツ バルトホールにて
主催　府中市市民活動センター・プラッツ

　　　　府中市環境政策課・協働共創推進課

　豊かな「水」環境を守るためにできること。サントリーの　

『水育』・府中の環境教育活動から学ぼう！2部構成で開
催された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　第2部のパネルディスカッションに当会理事長・浅田が
登壇した。一般参加と関係団体含め来場者約150名。会
場入口前のホワイエでは、市内「環境」に関する団体が

パネルや活動資料等を展示した。　　　　　　　　　　　　　

　環境教育のパイオニアと言われる阿部氏からは、1972年
に環境問題について世界で初めての大規模な政府間会

合・国際連合人間環境会議、通称「ストックホルム会議」が
6月5日から開催されその日を「環境の日」とした。『環境教
育』の概念は世界中に広まるが、一方で子ども達の自然

体験は減ってきている。神秘さや不思議さに目を見張る
感性「センスオブワンダー」の考え方を述べられた。　　　　

　【この感性はやがて大人になるとやってくる倦怠と幻滅、
私たちが自然という力の源泉から遠ざかることやつまらな
い人工的なものに夢中になることなどに対する変わらぬ解

毒剤になるのです】。環境教育の中で取り組む重要性を
見直し、地域でもそれらの人材を育てるしくみが必要。持

続可能な社会の実現（SDGs）に向けて歩むべしとされた。
　

　2000年から「天然水の森」活動の企画を進めてきた山

田健氏からは、雨水を20年かけて清らかに湧く水の森へ
と維持するには森を守り生物多様性を進めること。社員

教育として森に入り木を植える活動等を進めてきた。昨今
新たな事業開発のための社員教育として他社からこれら
の依頼が増えている。まずは『水』への敬意を持つこと、

安心して飲める水道水にすることは必須。　　　　　　　　　
　山田氏によると水の自給率は23％（2019年）と低く、アッ
プに努めることや農地を生きた土に戻すことなどが提案さ

れた。事前に「西府町湧水」を訪問され、崖線の湧水復
活のためには庭等の土をむき出しにせず、雑草の根を抜

かずに『刈リ伏せ』にする作業を年に3回程繰り返すと雨
水を地下に導いてくれる土が育っていくとのこと。　　　　　

　

水環境の未来を一緒に創ろう！

第１部基調対談　「水」と共に生き、
　　　　　　　　　　　　未来へつなぐ環境教育

　農工大卒の（公社）日本環境教育フォーラム理事長

・阿部治氏と（株）サントリーホールディングス・サステ
ナビリティ経営推進本部シニアアドバイザー・山田健
氏との対談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　＜開催目的＞　　　　　　　　　　　

　　　　　　　☆6月は世界と府中の環境月間！　　　　　
　多摩川と共に生きる府中市。私たちの暮らしと「水」

は深くつながっている。府中をはじめ全国の子ども達
へ『水育』を展開するサントリーや地域で活躍する「環
境教育」団体方々と水がもたらす恵みや課題について

語り合う。未来を担う若い世代の皆さんと府中市や国
内の水環境と環境教育活動について学び、私たちに

できることを共に考え、行動につなげましょう！　　　　　
　 　

　シンポジウムの最初に高野律雄市長より挨拶。2014年  

10月に市制施行60周年記念式典で「市民協働都市宣言」
をし、10年目の市制施行70周年に「府中市市民協働の推
進に関する条例」2025年3月23日施行と、より一層市民協

働を推進するとした。1933年（昭和8年）に東京競馬場が
府中市に開場した背景には「水」が豊富なことがあったこと

にも触れられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「センスオブワンダー」の考え方／阿部氏

「水」への敬意／山田氏
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　農工大名誉教授・朝岡幸彦氏のコーディネ―トと阿部
治氏、そして三者によるパネルディスカッション（㊨写真）

　第１部を終えた後に会場から質問を預かり、最も多かっ
たのは「地下水の汚染について」の質問。この問題につ
いては時間不足もあり特化した学習会等が必要だとされ

て、それ以外の質疑応答となった。コーディネーターから
は質問数の多さから「水環境」についての関心度の高さ

が伺えると言う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　最初に当会が活動発表。畑にサツマイモ苗を植え土の
中の生きものを知る「自然体験学習」（2024年度）や多摩

川の自然を学ぶ「多摩川名人になろう！」（2023年度）の
府中市受託事業について、10年前から始めた小学校2校

の環境学習、身近な「水環境」を知る6月の全国一斉調査
・多摩川の水質調査活動、東京の名湧水57選の一つ「西
府町湧水」調査活動や「水循環保全活動」についてパワ

ーポイントで報告した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　つぎに、農工大・学生団体Cet代表の宮崎珠実さんから

は、大学での学びを活かした「環境教育」をと、公園内の
　『樹木』について学ぶ企画やお台場の砂から見られるマ
イクロブラスチックと生物に及ぼす影響をテーマとした学

習の提供などが報告された。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　最後にサントリー・パブリシティサービス(株)工場見学担

当者からは、「水」を守る活動や『天然水』が育まれるまで
を紹介する親子ツアー開催や子ども向けクイズが紹介さ
れた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　一巡の活動報告を終えた後、それぞれの団体から課題
を出し合い、最後に環境政策課から市民と協働で開催し
ている環境保全活動センター主催の「2025府中かんきょう

塾」８回シリーズの講座紹介があり、閉会となった。　　　　
　 　 　

　2025年6月1日、4日の朝9時からは当会員6名で多摩川6ケ所の水質調査を行い、下水処理水が多摩川に流れ来　
る下流の河川敷ではCOD（水質汚濁の指標の一つ、大きいほど汚濁が進んでいる）の値が他と比べると大きい結果

であった（浅田記）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第22回　身近な水環境の全国一斉調査

第2部パネルディスカッション
府中で広がる「水」環境を守る活動

　当会にパネリストの依頼から約2か月半の間、市内矢崎
町にあるサントリー武蔵野ビール工場見学に参加するな
ど、私自身あらためて『天然水』について考える機会とな

った。今後も府中の「環境教育」や「水循環保全」推進の
一助になれるよう努めていきたい。　　　　　　　　　　　　　

　 　 　 　

。
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地球温暖化とは？ その原因と状況 小西信生

　地球全体の気温が長期間上昇することで、特定の地域
での気温の上昇や、１日や四季の寒暖の変化とは別だと
されています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　⑴地球温暖化ガスと水蒸気　　　　　　　　　　　　　　　　　
　CO2増加によって気温上昇が起きるとされていますが、
気温上昇の要因の約半分は水蒸気により、CO2による影
響は20％程度とされています。　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　

⑴気温の上昇（海水温も上昇）　　　　　　　　　　　　　　　
　ほぼ毎年、日本の平均気温は過去最高と気象庁は発
表しており、異常気象と言える状況で暑さだけでも市民
生活に影響がでる状況で、世界全体でも同様の暑さに
なっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑵氷河減少と海水面上昇　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　気温が上がった結果、ヨーロッパアルプスやアジアのヒ
マラヤなどの高地の氷河はもとより、北極や南極の氷も
減少が報告されています。また、溶けた氷の分海水は増
えますし、氷の重さで沈んでいた地盤はその分上昇する
と考えられることから、太平洋やインド洋の島国では国土
の多くが海面下に沈んでしまうことも懸念されています。
⑶天候の激変（台風など暴風雨の激甚化・回数増、砂　
　 漠化の進行など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　⑵海水温の変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　気温が一度暖かくなると、海水温も上昇させ、海水の循
環で深い水の温度も上昇させ、表面の海水や大気をさら
に冷めにくくなる効果があるとされています。下図は府中
市の気温が40℃を記録した2025年8月5日の日本近海の
表面海水温です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　

　⑴地球の歴史46億年の中での状況（CO2濃度、酸素
濃度、温度変化の状況）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　地球の46億年の歴史のなかでは、気温変動は右上図
のとおり非常に大きく、CO2濃度、酸素濃度も大きく変化
しています。ただ、現在地球の気温は19世紀後半より１
℃以上（2024年で1.36℃）上昇し、直近では10年で0.27
℃上昇すると危惧されています。　　　　　　　　　　　　　　

　府中の気温は下図のとおり、48年間で約2.08℃上昇し
ています。府中の気温上昇は、都市の温暖化による影響
もあると考えられています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　

1 地球温暖化とは、どのような現象か？

2 温暖化のメカニズムとは？

3 本当に地球は温暖化しているのか？

4　温暖化の影響とは？

気温・二酸化炭素濃度・酸素濃度の変化

（地球環境研究センター）

（地球46億年気候大変動43P）

（気象庁）

（気象庁）

気象庁府中アメダスデータ（筆者が図表化し近似曲線を追加）

府中アメダス48年間平均気温

※綾里　南鳥島　与那国島

　岩手県三陸の綾里や、京都の南鳥島などの直近の
CO2濃度は以下のとおりで、継続して増加しています。　
　 　

1977年1977年 2024年2024年

（1985年～2025年）

年







2025年 秋号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　府　中　か　ん　き　ょ　う　市　民　の　会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

　今年も「自然観察たんけん隊」に参加させて頂き、心より
感謝申し上げます。今回、魚を採集した水路は、堰上げさ
れていたり、橋や樹木で日陰になっていたり、昨年よりも
多様な環境が広がっていたように感じています。例えば、
水深は堰上げ部の前後で変化しており、樹木付近から下
流に進むと少し浅くなり、さらに下流の暗渠部に向けて少
しずつ深くなっていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　深めの場所にはコイやフナが泳ぐ姿を確認できたため、
定置網を設置したところ、ニゴイとオイカワを採集できまし
た。ナマズは、樹木付近で採捕しましたが、少し流れが速
い区間でしたので、ここに分布していたことは意外でした。
おそらく、水路床の堆積物（大礫など）に隠れていたので
しょう。今回の観察を通して、改めて河床環境の多様度が
生き物にとって重要であることを実感しました。　　　　　　　
　また、今回は、サポートしてくれた学生2名の専門性を活

　「自然観察たんけん隊」にスタッフとして参加し、充実し
たひとときを過ごさせていただきました。本イベントは、府
中用水を対象に、親子で水辺の生物と触れ合う機会を
提供するもので、私も参加者の方々と共に、網を片手に
水生生物を採捕しました。観察の最中には、大人も子供
も夢中になって水中を覗き込み、「捕れた！」「この生き
物はなんだろう？」などと賑やかな声が飛び交い、身近
な自然との触れ合いを通じて、参加者の表情に笑顔が
あふれる場面が随所に見受けられました。　　　　　　　　
　府中用水は国立市から府中市を流れる用水路であり、

　私は東京農工大学 水資源計画学研究室 修士1年の中
田丞治と申します。この度は、スタッフとして「自然観察た
んけん隊（魚の部）」に参加させていただき、誠にありがとう
ございました。私は、この春から東京農工大学に進学した
ばかりで、府中市についてはまだ詳しくなく、市内で魚を
捕獲する機会もこれまでありませんでした。そのため、府
中市内で水生生物と触れ合える貴重な機会をいただき、
大変ありがたかったです。また、元気なお子さんたちと交
流したり、保護者の方々から生き物に関するお話を伺った
りと、楽しく有意義な時間を過ごすことができました。　　　

自然観察たんけん隊 魚の部

 8月2日㈯9:00～11：30。天候晴。西府崖線府中用水と西
府文化センターで開催。参加者32名（子ども10名。保護
者9名計19名。農工大3名。環境政策課3名。会員7名）　
　 　

　福田信二　東京農工大学農学部
　　　　　　　　　　 地域生態システム学科教授

福田 信二

笠原 太一

中田 丞治

河床環境の多様度が生き物にとって重要

淡水魚類の分布と環境要因を研究

笠原太一　博士課程2年

市街地の水生昆虫に驚き！

中田丞治　修士課程1年

かし、水生昆虫の採集にも
挑戦しました。石をひっくり
返して昆虫を観察すること
は、私にとっては魚釣りの
餌探しのようで楽しいので
すが、名前を知らない昆虫
がほとんどです。名前や生
態を調べることで自分自身
と自然のつながりが深まる
ように感じています。この
点は、府中かんきょう市民
の会会報（2025年夏号）で
の原田さんの寄稿に共感
しています。　　　　　　　　

　「自然観察たんけん隊」のようなイベントは、多摩川や府
中用水、西府崖線のつながりを生き物を通して体感できる
貴重な機会です。今後ともよろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

農業用水の供給に加え、地域環境の保全にも重要な役
割を果たしています。本イベントでは、コイ、フナ、ニゴイ、
オイカワをはじめとする淡水魚類に加え、複数の水生昆
虫が観察されており、営農活動が地域の生物多様性を支
えていることを改めて実感しました。子供たちが水辺の生
きものと触れ合いながら、農業と自然のつながりを肌で感
じられたことは、スタッフとしても大変意義深い経験となり
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　一方、条件付特定外来生物に指定されているアメリカザ
リガニが採捕される場面もありました。アメリカザリガニは、
在来の水生生物の捕食、住み家や餌資源をめぐった競
争などにより、生態系に大きな影響を及ぼす可能性があり
ます。ただ、日本へのアメリカザリガニの導入は人間活動
によるものであり、責任は生物ではなく、人間にあることを
忘れてはいけません。外来種も命ある存在であることを踏
まえ、その導入の経緯や地域生態系への影響を正しく理
解しようとする姿勢は、外来種と向き合い、自然環境の保
全を考えるうえで不可欠です。　　　　　　　　　　　　　　　　
　現在、私は農業用の水源として開発されている河川を
対象に、淡水魚類の分布とその環境要因を研究していま
す。最終的には、営農活動によって生じる河川流量の変
化が魚類の生息環境に与える影響を解明し、持続可能な
河川流量の管理手法を提言することを目的としています。
本イベントを通じて、地域社会における農業と自然の関係
性の奥深さを改めて感じるとともに、自身の研究が持続可
能な農業に向けてどのように貢献できるのかを考える貴重
な機会となりました。農業と自然が共生する風景を、これ
からも次世代へとつなげていくために、地域の一員として
できることを一つずつ実践していきたいと思います。　　　
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　昨年度にも参加させていただいた東京農工大学昆虫
研究会の小池尊琉です。私は、 幼稚園に通っていた時
から虫が好きで、小学生の頃は、近所で毎日のように虫
採りをしていました。中学生の時は、昆虫からは離れてい
たのですが、高校生の頃に再度、昆虫が好きになりまし
た。夜間、ライトがついている場所に行き、昆虫の写真を
撮ってそれを同定したり、昼間にバッタを採ったりしてい
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　大学入学後は、昆虫研究会に入部しました。今回、虫
の魅力を伝えることができたらよいと思い、西府崖線での
自然観察たんけん隊に参加させていただきました。　　　

自然観察たんけん隊 東京農工大学 昆虫研究会
　　小池尊琉

　西府文化センターの観察会では、スポーツドリンクが
配布され、水分補給が行われました。昆虫研究会の部
員が作成した昆虫標本を紹介、生体展示も行いました。
　写真㊦は、部員が採集した虫たちです。質問を受け付
ける時間では、たくさんの質問がありました。部員が質問
に答えると、子供たちから質問が、溢れ出すように出て
きて、非常に盛り上がりました。また、子供たちの親御さ
んからも質問がありました。標本に興味を持ち、絵を描
いているお子さんもいました。昆虫に興味を持っていた
だけたのではないかと思います。　　　　　　　　　　　　　　
　短い時間でしたが、昆虫の魅力について伝える非常
によい機会となりました。参加していただいた方にも、昆
虫に興味を持つきっかけとなれば嬉しく思います。　　　
　 　 　 　 　

（ｺｲｹ ﾀｹﾙ）

アオスジアゲハの紹介

　当日は猛暑で、野外での観察は30分ほどとなりました。
観察の途中に水分補給をする時間を設けるなど、熱中
症対策が行われました。暑さにより、昆虫もほとんどみら
れないのではないかと危惧していたのですが、意外にも
8類、37種の昆虫を観察できました。　　　　　　　　　　　　
　また、㊨写真のアオスジアゲハを紹介できたことがよか
ったと思います。翅の青い筋が非常に美しいチョウです。
飛んでいる時、動きが速く、私が小学生の頃は網で捕ま
える際、非常に苦労したことを覚えています。今回は、2
回逃げられましたが、3回目で捕まえることができました。
　アオスジアゲハの幼虫は、タブノキやクスノキなどの葉
を食べます。観察会を行った場所である西府崖線近辺
では、それらの樹木が生えていたため、アオスジアゲハ
が見られたのだと思います。また、タブノキの葉にアオス
ジアゲハの幼虫がくっついており、その様子を観察する
こともできました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ここで、チョウを採る時のコツを紹介したいと思います。
それは、一度網を振って逃げられたとしても諦めないこと
です。連続でチョウを狙って網を振り続けると、1回振った
網で逃げられたとしても、2回目または、3回目で網に入
ることがあります。また、動いているチョウの姿をしっかりと
目で追って認識することも重要です。網を振る際、狙い
が定まります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

昆虫標本の紹介

昆虫の部

　当日は、たも網や定置網を用いて複数種の魚を採集し
ました。私自身もたも網でコイを捕まえましたが、野生のコ
イの予想以上の力強さに、網から飛び出して逃げられな
いか心配になるほどでした。また、逃げられると言います
と、福田教授から定置網で捕獲したナマズを受け取り、水
槽に移そうとした際に、ナマズが手をすり抜けて逃げかけ
る場面もあり、思わず肝を冷やしました。日常ではあまり
遭遇しないタイプの緊張感でした。　　　　　　　　　　　　　　
　 　

　私は日頃、水生昆虫を対象に研究を行っていることもあ
り、魚の採集と併せて府中用水周辺に生息する昆虫の採
集も行いました。確認できた昆虫は、コオニヤンマ、ハグロ
トンボ、ヒラタカゲロウ、トビケラ、ガガンボで、魚や昆虫以
外ではカワニナやエビ類の捕獲も確認しました。捕獲はし
ていませんが、シオカラトンボが周辺を飛行する姿も見ら
れ、東京の市街地にも想像以上に水生昆虫が生息してい
ることに驚きました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　私の研究では、水生昆虫の種の多様性の評価を行って
おり、今回の府中用水のように都市域のみで構成される
生息地において、水生昆虫が他の生息地と行き来してい
るのか、それとも孤立した個体群となっているのかなど非
常に気になるところがありました。今回の経験を通じて、水
生昆虫の多様性を明らかにすることで、水生昆虫に限ら
ず多くの野生生物の種の多様性を考慮した都市空間の
整備に貢献していきたいという思いを改めて強く持つこと
ができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　

　日程は7月26日㈯9:00～11:30、天候は晴。参加者
一般、農工大、㈱第一造園、当会会員等31名。


